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【目的】 
Healthy Families America（健康な家族アメリカ、以下 HFA）プログラムを妊娠期から
導入し、家庭訪問を行うことにより子ども虐待の早期発見と予防に努めることを目的とす
る。HFA は家族（親）の自己決定と主体的参加を尊重し、ストレングスに焦点をあてた支
援、人間関係に基盤を置くこと、子どもと親・親と家庭訪問員とのよい関係による良い影
響を与え合うことが特徴である。そのために家庭訪問員は研修を受講し、家庭訪問員とし
ての理念や技術を習得する必要があるため、HFA の研修と家庭訪問員養成講座を行い、訪
問員を養成する。さらに、家庭訪問の技術向上と実践スキルを保つための管理・運営に努
め、家庭訪問の質の保障をする。そのために、家庭訪問の計画・実施内容をグループ検討
とスーパーバイズを定期的に行い質の保証に努める。 
【方法】 
１.家庭訪問員養成講座は（年１回）基礎編は基礎１から基礎 10 の講義を開催する。 
２.家庭訪問の実施 
1）養育支援訪問員は基礎講座終了後に、HFA のプログラムに沿って家庭訪問を開始する。 
2)訪問対象者は、「日本版ふるいわけ」の 15 項目に従って、対象の情報アセスメン会議 
で選定する。 
3）家庭訪問は、生後 6 か月までは週１回を基本とするが、対象の状況に応じてケース検
討会を通して、週１回から月１～２回と段階的に訪問回数を調整する。 
4）親子の関係づくりを重視しながら初回に会話形式で「両親調査」を行う。  
5）訪問記録の作成。 
3. ケース検討会は、定期的に実施するとともに、訪問活動実績を持つ専門家からスーパー 
バイズを受けて訪問計画の修正を行う。  
4.養成講座と家庭訪問の評価 
 1)養育支援訪問者の育成講座（講座受講者アンケート）  
2)家族の養育の様子・言動・子どもの成長発達の様子から愛着形成の評価をする。  
①「日本版ふるいわけ項目」と「両親調査」の分析、②家庭訪問の評価（終了時アンケー  
ト）③子どもの社会的・情緒的行動調査（生後 6 か月）④支援システムの検討をする。  
【結果・考察】 
１．家庭訪問員養成講座は 10 月～12 月に基礎１から基礎 10 の講義を開催し、延べ人数 106
名、訪問員申請者 3 名 
２．家庭訪問 2 件、（1 件は継続中）、Ａ事例は在日外国人、Ｂ事例シングルマザー（10 代） 
妊娠期からの家庭訪問は、出産前のわが子に対する気持ちや出産後のことを含めた関わ
りができるため、早期からの支援や対処ができる。したがって、子ども虐待の早期発見
と予防に繋げることの一助になっている。 
３．今後の課題は家庭訪問員の養成と確保、訪問対象の確保、訪問員のスキルアップなど
から、病院・診療所との連携の拡大や行政との連携などが検討課題である。 
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